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 ● 「R&D研 究 会」による調査研

究 の成 果を，本誌 モノグラフに最

初 に発表 したのは1996年3月 に

刊行 された 『組織行動研 究』No.

26の 「研究人材 マネジメ ン ト：そ

のキ ャリア ・意識 ・業績」 であ っ

た。その後，年1回 のペースで研

究成果 を発表 して， この号で5回

目となるが， 今回 は 「最終報告」

というサブタイ トルをっ ける こと

にな った。本号 に収 めた13編 の

論文 は，すべて これ まで の研究 を

総括す るもの とは必ず しも言 えな

いが，研究会の メ ンバ ー各人が関

心 を もっ研究 テーマを さらに掘 り

下 げ た もの， 新 た に利 用可 能 に

な ったデー タを解 析 した もの，最

近 の国 際学会 で報 告 した論 文な ど

か らな って いる。R&D研 究会 は

このモノグ ラフの刊行 を もってそ

の活動 をおえる。

 ●われわれの調査研究 は，わが

国の基礎研究者の意識調査を皮切

りに，基 礎 研 究 と開 発研 究 の 比

較 ， 日本 と外国の比 較へ と向か っ

た。 国際 比 較 で は ア ジア お よび

EUと の比較 を行 な った。さらに，

イ ン ドや台 湾では，調 査対 象に民

間研究所 だけではな く公的研究機

関 の研 究 者 も含 まれ てい た ため

に，民間 と公 的研究所 の比較 も行

なった。 このよ うな多層 の比較分

析 によって， 日本 の研究開発 の特

色が浮 き彫 りになって くる。 その

イ ンプ リケーシ ョンは，組織内 の

研究人材マ ネジメ ントにとどま ら

ず，一国の イノベ ーシ ョン ・シス

テ ム(National Systems of Inno-

vations)一 民間研究所，公的研究

機 関，大 学，政 府 と い っ た イ ノ
ベー ション ・システ ムの主役た ち

が どのよ うな関係 を とり結び，人

材，情報，資金，影響 力，威 信等

をいかに交換 しっ つイ ノベー ショ

ンの成果 をあげているか， その障

害 は何か，他 の国 のシステムに学

ぶべ きことは何か とい った，個 々

の組織を超え たイノベーシ ョン創

出の しくみ にもお よぶので ある。

 ● とか く外国での調査， と くに

質問 紙調 査 の実 施 には困 難 が伴

う。先進 国 で もR&D調 査 な ど

は，知 的所 有権 や国際競争の問題

がか らむだけにス ムー ズにゆかな

い。別 のプ ロジェク トで これか ら

アメ リカのR&D調 査 をやろ うと

しているが，結果 が どう出 るか興

味津 々とい うところであ る。 われ

わ れの国際比較調査 で出色 の成果

はイ ン ド，韓国，台湾 とい うアジ

アの新興勢 力のR&D調 査結果 が

得 られ たことで あろ う。 プロジェ

ク トの メ ンバ ーにそれ ぞれ の地域

に っ よ い人 間 が お り， 良 き研 究
パー トナーを現地で見出せ るか ど

うか に成否 がかか ってい るといえ

よう。 アメ リカの シリコンバ レー

とかバ イオ研究所 で もイ ン ド系 や

中国系の科学技術者 が大活躍 と聞

く。創造的研究成果 をあげるため

に，わ が 国 のR&D人 材 の国 際

化 ・多様化 ・異質化が必要不可欠

だ といわれ るが，そ の問題 も身近

なア ジアか ら見っめ直す ほうが よ

い と思 う。    (石田英夫)

 ●偶 然に もイ ン ドと台湾 という
2つ の 海外 調 査 に関 わ りを もっ

た。国 内 調 査 も もちろ ん で あ る

が， それ以上 に海外調 査， 特に質

問紙調査 には多 くの困難 を伴 うこ

とを， あ らためて身 を もって知 ら

され た2っ の調査で あった。イ ン

ドで は300人 以 上 のR&D要 員

が いると聞 いて，勇ん で出かけた

が，5時 間 も待 たされて(昼 食 を

ご馳走 にな ったが)，結 局 回収 で

きたのは20数 サ ンプルであ った

こともあ る。 また同 じくイ ンドで

製薬 メー カー に研究開発部門が あ

る と聞いて，タクシーを雇 い6時

間 も掛 けて出かけた ところ，研究

開発者 ではな くて， ほ とん どが品

質管理 の担 当者 であ った こともあ

る。台湾 では，新竹地域 の研究開

発部門 を持 っ と思 われ る会社 を片

端か ら訪問 した。 ともか く国外 で

は予 期 で きな い ことが よ く起 き

る。 イ ンドも台湾 も，文字通 り地

を這 うように してサ ンプルを回収

した というのが偽 らざる印象 であ

る。 また海外調査で は現地 のパ ー

トナーの存在が大 きい。 イ ンド調

査 ではIISc(Indian Institute of

Science)のK. B. Akhilesk教 授，

台湾調査 では国立 台湾師範大学の

洪榮 昭教授 の助力 が大 きい。お二

人 の ご助力 がなければ， イ ン ド調

査，台湾調査 は成功 しなか った。

           (梅澤隆)
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